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研究成果の概要（和文）：落葉林の季節的な空間構造の変化は、ニホンイヌワシの採餌環境選択に影響する。そこで本
研究は、展葉前後におけるニホンイヌワシの採餌環境特性を航空レーザー測量によって評価すると共に、行動圏内の潜
在的な採餌場所を明らかにした。展葉前は、ニホンイヌワシの採餌環境は積雪した大きな林冠ギャップであり、それら
は行動圏内に広く分布していた。一方、展葉後の採餌環境は、サイズや形状の値が大きい林冠ギャップとなり、結果と
して、潜在的な採餌場所は著しく減少した。以上より、ニホンイヌワシが周年、餌を採餌するには、サイズや形状の値
が大きい林冠ギャップを維持すると共に、それらを植林地に人為創出することが必要と考えられた。

研究成果の概要（英文）：Seasonal changes in the spatial structure of deciduous forest may exert a large 
influence on foraging habitat selection of the Japanese golden eagle. In this study, we compared between 
characteristics of foraging habitat of eagle before and after leafing by airborne laser scanner, and 
estimated potential foraging area within home-range for building up conservation scenario of this 
species. Before leafing, foraging habitat was consisted of large forest gap covered by snow, and 
potential foraging area was widely distributed within the home-rage. After leafing, the size and shape 
score of forest gaps in which eagle foraged were larger than those of gaps which was selected randomly. 
Eventually, potential foraging area within the home-range was decreased from before leafing to after 
leafing. We propose that it is essential to conserve the large gaps after leafing and/or to create larger 
forest gap in coniferous plantations by forest-thinning for increasing foraging efficacy of this eagle.

研究分野： 動物生態学
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１．研究開始当初の背景 
 イヌワシは，北半球に広く分布する大型の
ワシである。本種の典型的な生息地は乾燥し
た草地であるが，日本に生息するニホンイヌ
ワシは，ブナに代表される森林に定着してい
る。ブナを主体とする森林では、ブナの葉が
春から夏にかけて樹冠を覆うのに対し、秋か
ら冬にかけて落葉するため、上空からブナ林
内の餌（ノウサギなど）を探索するニホンイ
ヌワシにとっては、「餌の捕りやすさ」が著
しく変化することとなる。これまでに、申請
者が 12 年間にわたってニホンイヌワシの餌
利用を調査したところ、餌の種類はブナの葉
の消長と対応し、葉のない時期にはノウサギ、
葉のある時期にはヘビ類であることが明ら
かとなった。これは、ニホンイヌワシが周年、
安定して餌を利用するには、ノウサギとヘビ
類がセットとして必要となることを意味し
ている。このような状況を踏まえ、申請者は、
現在、ニホンイヌワシの行動観察によってノ
ウサギとヘビ類の捕獲場所の特定とその特
徴を詳細に解明することに着手している。こ
れまでのところ、ノウサギとヘビ類の捕獲地
点は、共にブナ林に形成された開空部（以下、
林冠ギャップとする）である点で一致するも
のの、開空部の大きさや形などの空間特性に
は大きな相違があることが観察されている。
今後は、大きさや形などの空間特性を詳細に
解析する予定であるが、山岳地形での現地調
査が困難である上、既存の航空写真解析ある
いはリモートセンシングでは、林冠ギャップ
の判読が十分には行うことができないため、
詳細な解析には至っていない。そこで本研究
は、新たな空間解析技術として着目されてい
るレーザープロファイリングの手法を用い
ることにより、林冠ギャップの空間特性の解
析を試みる。そして、得られた結果を基に、
ニホンイヌワシ生息地内におけるノウサギ
あるいはヘビ類の捕獲可能な林冠ギャップ
の分布を地図上に示し、それらを維持・創出
する方法を確立することにより、ニホンイヌ
ワシが周年、安定して餌を利用可能な生息地
づくりを目指す。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究は、新たな空間解析技術とし
て着目されているレーザープロファイリン
グの手法を用いることにより、林冠ギャップ
の空間特性の解析を試みる。そして、得られ
た結果を基に、ニホンイヌワシ生息地内にお
けるノウサギあるいはヘビ類の捕獲可能な
林冠ギャップの分布を地図上に示し、それら
を維持・創出する方法を確立することにより、
ニホンイヌワシが周年、安定して餌を利用可
能な生息地づくりを目指す。 
 
３．研究の方法 
 2012年に、調査つがいの行動圏全域をレー
ザプロファイラー（Leica ALS60）を搭載し
たセスナ機（Cessna 208）によってプロファ

イリングを実施した。高度 2,500m を秒速
20m/s で飛行し、52kHz で照射したレーザー
を 28Hz でスキャンすることにより、調査つ
がいの行動圏 1m2に 1 点以上のレーザープロ
ファイリングを実施した。また、レーザープ
ロファイリングによる標高誤差を検証する
ために、2012 年 11 月に調査つがいの行動圏
内の 4 地点にて、GPS を用いた標高測量を行
い、レーザープロファイリングによる標高誤
差を検証した。なお、レーザープロファイリ
ングによる標高誤差は-1±3cm であり、樹高
の高低差による林冠ギャップの判読に十分
に適用可能なデータであった。 
 得られたレーザープロファイリングデー
タは、アジア航測株式会社の指導のもと、地
面からの高さの情報へと切り替えた。その後、
高さ 0m の地点を林冠ギャップと定義し、つ
がいの行動圏内から全ての林冠ギャップを
地図上に抽出した。林冠ギャップの抽出には、
アジア航測株式会社の開発したシステムを
用いた。次に、林冠ギャップの抽出された地
図データを、地理情報システム（GIS）に移
行し、面積、形状などの空間特性をすべての
ギャップを対象に評価した。その後、解析に
よって得られた空間特性を満たす林冠ギャ
ップを、つがいの行動圏内から選出し、それ
らを、つがいの採餌が可能な林冠ギャップと
定義し、地図上に図示した。 
 
４．研究成果 
 ブナの落葉期において、ニホンイヌワシは
積雪した大きな林冠ギャップを採餌場所と
して利用していた。これらの林冠ギャップの
面積、長径、短径、および形状に関するそれ
ぞれの変数は、調査つがいの行動圏内から任
意に抽出した林冠ギャップの値と有意な差
はなかった。上記の解析結果を基に行動圏内
に散在する林冠ギャップを調査つがいの潜
在的な採餌場所として抽出したところ、その
総面積は行動圏面積の 50%以上に達し、採餌
場所が調査つがいの行動圏内に広く形成さ
れていることが明らかとなった。 
 一方、ブナの展葉期において、ニホンイヌ
ワシは枯死木、倒木、あるいは雪崩や地滑り
によって形成された林冠ギャップを採餌場
所として利用していた。これらの林冠ギャッ
プは、調査つがいの行動圏内から任意に抽出
した林冠ギャップに比べ、面積、長径、短径、
および形状の値が有意に大きかった。上記の
解析結果を基に、調査つがいの行動圏内から
相対的にサイズや形状の値が大きい林冠ギ
ャップを抽出したところ、その分布は調査つ
がいの行動圏内に局所的に集中する傾向が
あったことに加え、総面積は極めて少ないこ
とが明らかとなった。 
 以上より、調査つがいが周年、安定して餌
を利用するためには、ブナの展葉期において、
相対的にサイズや形状の値が大きい林冠ギ
ャップを保全すると共に、空間特性が類似す
るギャップを植林地に人為創出することが



有効な対策として考案された。 
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